




第7回 「日本医師会　赤ひげ大賞」 概要

「日本医師会　赤ひげ大賞」は、公益社団法人日本医師会と産経新聞社が主
催し、「地域の医療現場で長年にわたり、健康を中心に地域住民の生活を支え
ている医師にスポットを当てて顕彰すること」を目的として、厚生労働省、フジテレ
ビジョン、BSフジの後援のもと、平成24年に創設（第6回より太陽生命保険株式
会社が特別協賛）されました。各都道府県医師会から候補者を推薦していただ
き、選考委員の厳正な協議を経て、第7回「日本医師会　赤ひげ大賞」の受賞
者5名が決定しました。

主　　催	 日本医師会、産経新聞社

後　　援	 厚生労働省、フジテレビジョン、BSフジ

特別協賛	 太陽生命保険株式会社

対 象  者	 病を診るだけではなく、地域に根付き、その地域のかかりつけ医として、生命
の誕生から看取りまで、さまざまな場面で住民の疾病予防や健康の保持増
進に努めている医師。日本医師会の会員及び都道府県医師会の会員で
現役の医師（ただし、現職の日医・都道府県医師会役員は除く）。

推薦方法	 本賞受賞にふさわしいと思われる方（原則1名以上2名以内）を各都道府県
医師会長が推薦

選考委員	 羽毛田	信吾	（昭和館館長、宮内庁参与）
	 向井	千秋	 （宇宙航空研究開発機構特別参与、東京理科大学特任副学長）
	 檀　	ふみ	 （女優）
	 ロバート・キャンベル	（国文学研究資料館館長）
	 吉田	学	 （厚生労働省医政局長）

	 小玉	弘之	 （日本医師会常任理事）
	 城守	国斗	 （日本医師会常任理事）
	 松本	肇	 （産経新聞社取締役）

	 河合	雅司	 （産経新聞社論説委員）
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主催者挨拶

日本医師会 会長

横倉 義武

本日ここに、ご関係の多くの皆さまのご出席のもと、第7回「日本

医師会　赤ひげ大賞」の表彰式を行わせていただきますことを

心から感謝申し上げます。

「日本医師会　赤ひげ大賞」は、地域医療の現場で長年にわたり地域住民に寄り添い地道に尽

力されている先生方を「現代の赤ひげ先生」に見立て、その功労を顕彰することを目的として、平成

24年に創設したものです。

「赤ひげ大賞」の名称の由来は、山本周五郎の時代小説「赤ひげ診療譚」にあります。この「赤

ひげ先生」の実在のモデルは、江戸中期に貧民救済施設である小石川養生所で活躍した小川笙

船と言われていますが、貧しく不幸な人々に寄り添い、身を粉にして働く頼もしい医師というイメージ

を思い起こす方も多いのではないでしょうか。

7回目となる今回、大賞を受賞された5名の先生方は、いずれも各地域において、献身的に医療活

動に従事され、患者さんの信頼も厚い方々ばかりであります。

我が国では、超高齢社会を迎え、「人生100年時代」が到来しようとしており、健康で暮らしてい

ただく時間をいかに長くするかが大きな課題になっています。日本医師会では、健康長寿社会を実

現するためには、「予防・健康づくり」に力点を置いた医療が必要と考えており、地域で働く医師達に

も、単に病を治療するだけでなく、その予防にまで携わることを求めておりますが、国民の皆さんにも、

ぜひ、何でも相談できるかかりつけ医をもってもらいたいと思っています。

すべての人々が安心して暮らせるまちづくりの実現のため、日本医師会といたしましても、地域の

医師達へのバックアップに今後も全力で取り組んで参る所存でおりますが、本日お集まりの皆さま方

にも、地域住民の方 に々寄り添った形で医療を展開している全国の赤ひげ先生がますます活躍でき

ますよう、なお一層のご支援・ご協力を賜りますことをお願い申し上げます。

また、本日は多くの医学生も参加されております。受賞者の方々のお話を聞いて、地域医療に関わ

りたいという気持ちをより強めていただければ幸いです。

結びになりますが、改めまして、共催の産経新聞社、ご後援の厚生労働省、フジテレビジョン、BSフ

ジ、特別協賛いただきました太陽生命保険株式会社をはじめ、本事業の実施にご尽力いただきまし

た方 に々、心より御礼申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

受賞者の先生方、本日は誠におめでとうございました。
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産経新聞社
代表取締役社長

飯塚 浩彦

産経新聞社の飯塚でございます。開式にあたり、一言ご挨拶申し上げます。本日は受賞者の皆

さま、ならびにご家族の皆さま、誠におめでとうございます。

平成24年に創設された「赤ひげ大賞」は、今年で7回目を迎えました。今回の5名の受賞者の皆

さまは、いずれも地域社会の信頼を得ながら、住民の健康な生活を支えてこられた方ばかりで、ま

さに「現代の赤ひげ先生」にふさわしい医師の皆さんです。

今回の受賞者の中には、これまでで最高齢となる93歳の「赤ひげ先生」、橋上好郎先生もいらっ

しゃいます。先生は93歳になられたいまも介護老人保健施設に従事され、「人生100年時代」と言

われる中で、まさに現役で活躍し続けている先生です。

誰もが100歳まで生きることが当たり前になる時代。それに備えて、産経新聞社でも、一昨年から

「100歳時代プロジェクト」をスタートさせました。人生設計に関するシンポジウムやフォーラムなどの

イベント開催や、情報発信など、さまざまなプロジェクトに取り組んでおります。

多くの人が100歳まで生きられる時代を迎え、一人ひとりの人生設計も、社会の仕組みも、大きな

変化を求められています。

年齢を重ねてもいかに健康に、毎日を充実させて生きるか。われわれもさまざまな提言を行って参

りたいと思います。

申し上げるまでもなく、この健康な100歳時代を支えるのは、地域に深く根差した医療であり、そ

の医療活動に携わる医師の皆さま、医療関係者の皆さまであります。今後とも皆さまのご尽力を心

よりお願いしたいと思います。

私ども産経新聞社は、報道機関として、日本の医療の充実、さらには国民の長寿と健康的な生

活の一助となるべく、これまで以上に邁進していく所存でございます。今後とも、皆さま方の一層の

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

結びになりますが、特別協賛をいただいております太陽生命保険株式会社さまをはじめ、ご協

力、ご尽力いただきました方々に、心より御礼申し上げ、私からのご挨拶といたします。本日は誠に

おめでとうございます。
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協賛社挨拶

「日本医師会　赤ひげ大賞」を受賞された5名の皆さまならびにご家族の皆さま、誠におめでとう

ございます。

当社が「日本医師会　赤ひげ大賞」に協賛させていただいてから、今回が2回目の授賞式とな

ります。今回受賞された5名の先生方は、地域の人々が安心して毎日を暮らしていけるよう、長年に

わたりひたむきに尽力されてきた先生ばかりです。地域で生活する人々に寄り添い、支え、命と向き

合ってこられた先生方の姿勢に感銘を受けるとともに深く敬意を表します。

少子化により総人口が減少していく中にあって、65歳以上のシニア人口は増加を続け、2025年

には総人口の30%を占めることが見込まれるなど、我が国は世界でも類を見ない超高齢社会を迎

えます。当社は、平成28年6月より、「健康寿命の延伸」という社会的課題に応えるために、「従業

員」「お客さま」「社会」のすべてを元気にする取り組み、『太陽の元気プロジェクト』を推進してい

ます。その一環として、当社のお客さまを対象に実施した「健康や医療・介護に関するアンケート調

査」の結果について、日本医師会総合政策研究機構さまが分析を行ったところ、かかりつけ医の存

在が、地域の方々に健診・人間ドックの受診など各種予防行動を促したり、幸福の実感やコミュニ

ティへの参加、将来の健康問題への不安・心配の解消など、ポジティブな影響を及ぼすことが分か

りました。このように地域におけるかかりつけ医の存在はなくてはならないものとなっています。

地域住民の健康な暮らしを支える先生方を顕彰する「日本医師会　赤ひげ大賞」をより多くの

方々に知っていただき、地域医療の充実や理解促進につながることを願い、これからも微力ながら

応援を続けていきたいと思っております。

最後に、受賞者の皆さまが今後も地域の医療現場でますますご活躍されることを、そして主催さ

れた日本医師会及び産経新聞社の関係者の皆さま、本日ご出席の皆さまのご健勝を心より祈念申

し上げてご挨拶とさせていただきます。本日は誠におめでとうございました。

太陽生命保険株式会社
代表取締役社長

田中 勝英 
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日本医師会

第7回

表彰式

地域で献身的な医療活動に取り組む医師を顕彰する第7回「日本医師会　赤ひげ大賞」の表彰式
とレセプションが平成31年3月15日、東京都内で開かれた。
表彰式で日本医師会の横倉義武会長は「何でも相談できるかかりつけ医をもってもらいたい」と挨拶。
産経新聞社の飯塚浩彦社長は「住民の健康な生活を支えてこられた方ばかり」と受賞者をたたえた。
表彰式後に行われたレセプションでは、来賓の安倍晋三首相が「長年にわたり地域住民の健康を支

え続けている崇高な使命感と行動力は、まさに現代の赤ひげ先生だ」とたたえた。後援する厚生労働
省の根本匠大臣、選考委員の羽毛田信吾氏、檀ふみ氏、ロバート・キャンベル氏が受賞者を祝福した。
第7回受賞者は、大里祐一医師（秋田）▽千場純医師（神奈川）▽堀川楊医師（新潟）▽橋上好郎

医師（長野）▽緒方俊一郎医師（熊本）の5名。
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表彰式・レセプション

多くの関係者が出席し盛会の表彰式

レセプションに駆けつけた根本厚生労働大臣と受賞者レセプションで受賞者を祝福する安倍首相

5名の受賞者を中心に選考委員ら 学生の質問に答える受賞者

表彰式
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内閣総理大臣

安倍 晋三

祝 辞

本日、栄えある「日本医師会　赤ひげ大賞」を受賞された皆さま、誠におめでとうございます。ま

た、支えてこられた家族の皆さまにも心からお祝い申し上げます。

「赤ひげ大賞」は、地域で活躍されてきた医師にスポットを当て、地域医療の大切さを広める事業

として創設され、今年で第7回を迎えました。

今回、受賞された皆さまは、過疎化や高齢化が進む地域において、在宅医療の提供を通して住

民に寄り添ってこられた方々、地域における難病患者の退院後の受け皿を担い続けている方、学

校医から介護老人保健施設まで、地域に密着した医療を実践している方 と々伺っております。

長年にわたり地域住民の健康を支え続けている皆さまの崇高な使命感と行動力は、まさに現代

の赤ひげ先生であり、全国30万人いる医師たちの鏡となる存在だと思います。そして、皆さまの受

賞は、全国津々浦々で地域医療に携わっていらっしゃる医師の方々の励みとなるものです。

世界に先駆け超高齢化社会を迎えた我が国では、人生100年時代の到来を見据え、健康を維

持しつつ長寿を全うされる、健康長寿社会の実現が大きな目標となっています。

その目標を達成するためにも、国民一人ひとりが、住み慣れた地域で暮らし、活躍するための

「安心」が必要であり、それを支えるのは、地域の方々にいつも寄り添い、頼りにされる皆さまのよう

な「かかりつけ医」の存在です。

今後、イノベーションの波が大きく押し寄せてくる中で、医療の果たすべき役割はさらに大きく変化

していくことが予想されますが、どんなに科学が進歩しようとも、一人ひとりの国民が抱える健康管

理や、患者が直面する治療と生活の質の確保は、技術や理論だけで解決はできません。地域にい

る赤ひげ先生でなければ解決できないこうした課題に対応するためにも、「かかりつけ医」を中心と

して、身近なところで、医療・介護が切れ目なく提供される体制の構築を、横倉会長はじめ日本医師

会とも協力しながら進めて参ります。そして、世界に冠たる国民皆保険制度を次の世代に引き継い

で参ります。

「赤ひげ大賞」事業がますます発展されること、また、皆さま方のますますのご活躍をお祈り申し

上げて、私の挨拶といたします。
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ただいまご紹介をいただきました厚生労働大臣の根本匠です。本日は、栄えある第7回「日本医

師会　赤ひげ大賞」を受賞された5名の皆さまに対し、心からお祝いを申し上げますとともに、地域

医療の現場で、長年にわたり貢献してこられた皆さまの活動に、深く敬意を表します。

受賞者の皆さまにおかれましては、住民が安心して生活を送れるよう、それぞれの地域医療の

現場で、地域に寄り添いながら、日夜取り組んでいただいていると伺っています。

秋田県の高齢過疎が進む地域で、救急から在宅まで、幅広い医療活動を続けてこられた大里

祐一さま、神奈川県横須賀市で、「まちのお医者さん」として地域住民から慕われ、在宅医療の実

践に努めてこられた千場純さま、新潟県で、ALSなどの神経難病の治療に力を尽くされ、患者など

から寄せられる諸問題を検討する連絡会の立ち上げに貢献された堀川楊さま、長野県阿智村で、

かかりつけ医、また、学校医として村民を支え、90歳を超えた現在でも現役で活躍されている橋上

好郎さま、熊本県球磨郡で、在宅医療や学校保健の向上、福祉事業、水俣病患者の支援に取り

組んでこられた緒方俊一郎さまと、それぞれの地域で献身的、継続的な活動をされてきたことに、

改めて深く敬意を表します。

地域医療には、病気の治療だけでなく、その地域の人々のさまざまな思いを受け止め、寄り添っ

ていく存在が不可欠です。

地域の中で、さまざまな形で長年、住民を支えてこられた皆さまは、住民に安心を与え、地域医療

を豊かに育んでこられたかけがえのない方々であると思います。

本日受賞された皆さまをはじめ、「かかりつけ医」の皆さまを支えるべく、各都道府県と協力しなが

ら、地域での医療、そして介護の総合的な確保に努めて参ります。

また、医師をはじめとする働き方改革や、地域の医師偏在解消にも、全力をあげて取り組みます。

これらの実現に向けて、本日「赤ひげ大賞」を受賞された方をはじめ、現在地域の第一線で活躍

されている皆さまに、引き続きご理解とご協力を賜われますと幸いです。

最後に、受賞者の皆さまが今回のご受賞を契機としてさらに地域においてご活躍されること、ま

た本日お集まりの皆さまのますますのご健勝を祈念して、私の挨拶といたします。

厚生労働大臣

根本 匠
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祝 辞

この度、「日本医師会　赤ひげ大賞」を受賞されました5名の先生方に衷心よりお祝いを申し上

げます。

第7回を迎えた赤ひげ大賞ですが、地域住民の方々が住み慣れた土地でその方らしい暮らしを

全うできるよう、患者さんに寄り添い、医療、介護、福祉といった多方面での支援を行う、かかりつけ

医の果たす役割は極めて大きく、これまで地域医療の発展のために切磋琢磨してこられた先生方

の永年のご功績に敬意を表します。

受賞者の1人であります千場純先生は、在宅死率が全国1位であった横須賀市において、20年

以上もの永きにわたって在宅医療の推進に尽力されており、ご自身も在宅看取り医として、これまで

に1,000人以上の患者さんを看取られた経験をお持ちです。

また平成24年には同市に在宅医療推進連携拠点「かもめ広場」を開設し、病診・診診連携、市

民への意識啓発等を行っているほか、自らの診療所を開放し、在宅医療・介護関係会合の場を提

供されるなど、横須賀地域における在宅医療の推進、多職種連携に多大な貢献をされました。

我が国では、団塊の世代が後期高齢者となる2025年を目前に控え、慢性的な医療人材の不足

が続く一方で、地域医療を支える在宅医療・訪問看護のニーズは、ますます高まって参ります。

神奈川県医師会としましても、行政、医療関係諸団体の皆さまとの連携を深め、医療政策の実

現に貢献できるよう取り組んで参る所存です。

最後になりますが、受賞者の先生方のご健勝と今後ますますのご活躍を祈念申し上げるととも

に、主催の日本医師会、産経新聞社、ご後援の厚生労働省、フジテレビジョン、BSフジ、特別協賛の

太陽生命保険株式会社の皆さま、選考委員の方々に感謝を申し上げ、私からのお祝いの挨拶とい

たします。

本日は誠におめでとうございました。

神奈川県医師会 会長

菊岡 正和
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日本医師会

（大西正純撮影）

豪雪地域で地域医療を牽引

おおさと・ゆういち　医療法人春生会大里医院理事長。昭和11年、埼玉県浦和市生まれ。83歳。東北大学医学部卒。大
館市立総合病院内科勤務の後、昭和47年、父・文祐氏の後継として大里医院を継承。平成24年には介護療養型老人保
健施設大深を併設。

大里 祐一
〈 秋田県 〉

大里医院 理事長
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険しい雪道をオフロード型四輪駆動車が力強く
走る。午前中の外来診療を終えた後、午後を訪問
診療に充てている。白衣に長靴。これが大里祐一
医師の冬の往診スタイルだ。「これが、夏になると、
白衣とゲタになるんですよ」と快活に笑う。
鹿角市は秋田県北部に位置する人口3万1437
人、高齢化率37.8%（平成28年）に達する高齢過疎
地域だ。市内には13の医療機関があるものの、人口
10万人当たりの医師数は秋田県の平均値の65%に
とどまっている。一方、その面積は広く、多くは中山

間地域であり、無医村地区が2カ所、準無医村地区
が1カ所ある。また、冬季は寒冷豪雪のため、一部
通行止めになる区間があり、日常の交通インフラに
支障をきたしている地域もある。そんな中、大里医師
は、昼夜を問わず患者宅を訪問し、診療に当たって
きた。患者の容体が急変すれば、真夜中に呼び出
されることもしばしばだ。
普段の訪問診療は一日に6件ほど。患者個人の

自宅のほか、グループホームや介護施設なども見て
回る。遠いところでは、16㌔先まで車を走らせるが、

「苦に思ったことは一度もない」
と言う。

勉強になるのは凶作の時

大里医院は明治24年、祖父
の文五郎氏によって、鹿角市
花輪地区に開設された。以後、
128年もの間、父の文祐氏、祐
一氏と3代にわたって、地域住民
の医療・保健・福祉の向上を牽
引してきた。「働いている人たち
が受診しやすいように」と日曜日
も診療を行い、地域住民から絶
大な信頼を得ている。
大里医師が父から医院を継

いだのが昭和47年。地域での
救急から在宅にいたるまで一貫
した診療に取り組んできた。そ
の歩みは、「地域医療」という言
葉が一般的に使われていなかっ
た時代から地域で生活している
人々に寄り添う姿勢で貫かれて
いる。
医師を目指そうとしたきっかけ

は、「何も崇高な志があったわ
けではなく、じいさんとおやじが
やっていたから。田舎の医者と冬の往診は白衣に長靴スタイル
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しては、それが当たり前のことだと思っていた」と話
す。訪問診療がいまのように普及する以前から、山
間の豪雪地域である八幡平地区の往診を行ってき
たが、これも「おやじがやっていたので、何も特別な
ことだとは思っていなかった。じいさんも人力車を使
って回っていたという話を聞いています。医者と芸
者は座敷がかかったら、行かなければならないんだ
というのが、昔から私の流儀ですから」と言う。
海外登山の経験も豊富で、アフガニスタン、ネパー

ル、パキスタン、チベット、インド、中国などの遠征隊に
医師として参加してきた。「これは、趣味というより生
活だね」と笑う。
平成7年の阪神淡路大震災の際には、寝袋を背
負って神戸市長田地区の小学校にいち早く入り、
医療活動に当たった。この時には、海外登山の経験
から登山用のガスボンベを持参し、物資不足の診
療現場で喜ばれたという。平成23年の東日本大震
災の際も、同じように率先して被災地に入り、救援活
動に当たった。
「米でも何でも豊作と凶作を繰り返す。勉強にな

るのは、凶作の時なんですよ。だから、そこへ行って
勉強するべきだというのが私の持論です。野球でも
パチンコでも、負けた時の方が勉強になるんです」
約半世紀にも及ぶ医療活動の中で、「一番苦労

したことは？」と尋ねると、「ないね」ときっぱり。「たと
え、あったとしても忘れる。何しろ、生きているんだか
ら。終戦当時の食う物がない時と比べたら、屁でも
ない」と笑い飛ばす。

年々増える孤独死

平成元年からは、警察医としての活動も行ってい
る。警察と協力して検案を行い、死体検案書を書く
仕事だ。これまでに約1500件の検案に当たってきた
が、同地区は、高齢独居者も多いことから、孤独死
のケースも多い。「死体検案で行っても、死んで1週
間後とか、2週間後とかいうことが年々、増えてきてい
ます。仏さんはかわいそうですよ。昔は、家の前に牛
乳瓶が並んでいる。あるいは、新聞が取り込まれて
いないということで気づくということが多かった。いま

大里 祐一

医療活動の中で「苦労したことはない」と語る
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働いている人のために日曜日も診療

常に笑顔で患者に対応

地域に密着した医療活動

3代続く大里医院
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は牛乳も新聞も取らないという人が増えてきている。
近所の人が、電気が何日も付けっぱなしだということ
で気づくというケースもあります。孤独死をどうやって
防ぐのかというのは、市長ともいろいろ話すんですけ
ど、これからの課題ですね。だんだん世の中が変わ
ってきて、人間関係が希薄になっている。これも仕方
のないことなのかなぁ」と少し寂しげな表情を見せ
た。
また、最近、世間を騒がしている児童虐待事件の
数々にも心を痛めている。「日本という国、日本の国
民はどうしてこうなっちゃったんだろう。本当に嘆かわ
しいことですよ」
医師としての活動だけにとどまらず、平成3年には
県議会議員に選出され、通算5期務めた。平成23年
には県議会議長にも選出されている。この間、県に
対してさまざまな提言を行い、医療の本質を見失う
ことのないよう、県の医療政策に医師の姿勢を反映

させる支柱として活躍してきた。
そんなオールマイティーな大里医師にも苦手なこ

とがひとつだけある。それは、患者から「ありがとう」
と言われることだという。
「困っちゃうんだよね。ありがとうと言われると、つ
い、その気になっちゃうから。もう年だから、日曜診療
もやめたいんだけど、やめられなくなってしまう。正
直、この赤ひげ大賞にも困惑しているんですよ。そん
なたいしたことはしていないし、満足なことができて
いるとも思っていませんから」
そう照れ笑いを浮かべながらも、あくまでもその表
情は柔和だ。
83歳になったいま、登山こそやめたが、健脚ぶり

に変わりはない。今日もいつもと同じように、白衣に長
靴姿で、患者のもとへオフロード型四輪駆動車を走
らせている。

大里 祐一

地域住民からの信頼は厚い

（本間普喜）

17



（桐原正道撮影）

日本医師会

自宅で迎える安らかな最期のために

ちば・じゅん　三輪医院院長。昭和24年、横浜市生まれ。69歳。名古屋大学医学部卒。横浜市立大学第一内科、パシフィック・ホ
スピタル院長などを経て平成13年から三輪医院副院長、22年から現職。これまでに在宅医療の現場で1000人以上の患者の最
期を看取ってきた。平成27年には社会福祉法人化、医院近くに地域住民の交流と啓発の場「しろいにじの家」をオープンさせた。

千場 純
〈 神奈川県 〉

三輪医院 院長
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脳梗塞に倒れ、自宅のベッドで寝たきりになった
男性患者に顔を近づけて「奥さんのこと、好きです
か？」と大きな声で語りかける。寝返りもままならない
男性が顔をくしゃくしゃにしてうなずくしぐさを見せる
と、妻が介護に当たる一軒家にあたたかな空気が
流れ込んだ。港に海上自衛隊の艦が浮かぶ神奈川
県横須賀市の起伏に富んだ街並みを移動するさな
か、その姿を見かけた市民からたびたび「あ、先生
だ」と声が飛ぶ。全国平均に比べて5年早く高齢化
が進んでいると言われるこの中核都市で有名な「ま
ちのお医者さん」だ。

「納得できる死」を

大学病院に勤務する駆け出しのころ、いつの間
にか病院にやってこなくなる患者がいるたびに「い
まごろあの人はどうしているのだろう」と思いが募っ
た。治る見込みが薄い中、入院生活に見切りをつ

け、自宅に戻りたいと訴える患者にも出会った。病
院ではなく、住み慣れた我が家で安心して残された
日々 を過ごす―。文字通り、患者の人生最後の望み
について考えさせられた。
現在、院長を務める三輪医院は丘陵地に開かれ

た住宅街の一角に建つ。横須賀市は明治初期に
軍港が設置されたことから、関係者の住宅供給の
ために斜面部にも市街地が展開されたと言われて
いる。現在も、自動車で入ることができず坂や階段
が多い「谷戸」と呼ばれる地区も残り、通院や在宅
医療には厳しい条件が横たわる。
そうしたハンデを埋めるべく、市医師会の活動に
平成10年から理事として参加し、医療と、そして介
護、福祉など、患者を支える職種との連携を進めてき
た。24年、医師会は市と協同で、在宅医療の推進や、
多職種で患者を見守る体制作りを整え、26年に自宅
で亡くなった人の割合は全体の22.9%と、人口20万
人以上の都市で全国トップになった。自身はその中で

患者に笑顔をもたらす

千場 純
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1000人以上の人々の最期を見届けてきた。
普段から白衣は身につけず、細身の体にはカジュ

アルな装いがよく似合う。「医師の権威」によりかか
らない穏やかな雰囲気が、多くの患者や家族に受
け入れられる由縁なのだろう。午前中、診察室を訪
れた80代の女性が、若いころにたしなんでいたボウ
リングを「もう一度やってみたい」と口にした。すると、
すかさず「ちょうど桑田さんもやっていて話題になっ
ているし、いいかもね」と声をかける。ここ最近、ボウ
リングの腕前に一躍注目が集まっている同県出身の
ミュージシャン、桑田佳祐について触れたもので、病
院で飛び出した意外なキーワードに付き添っていた
女性の顔にも笑みがあふれた。
男性患者に対しては、ひととおりの診察を済ませ

た後、表紙に「リビングウィル」と書かれた1冊の冊子
を差し出した。将来、自身が回復の見込みがない段
階を迎えた時に備え、事前にどんな医療を受けるか

意思表示を行う、「生前に発行される遺書」を指す
言葉だ。
「いまはいいと思うかもしれないけれど、ちゃんと自
分が亡くなった時のことを考えておこう」と男性に呼
びかける姿が印象深い。三輪医院では、「死」という
単語はタブー視されることなく患者に伝えられる。地
域住民に対しても、取り上げ方が難しいとされる終
末期医療について、時に笑いを交えながら講演を
行ってきた。「大事なのは本人が『納得できる死』を
迎えられるかどうか。『縁起でもない』。そう言って目
を背けないでほしい。死を考えるということは、生きる
ことを考えることでもあるのですから」

思いやる気持ち

医院での診察を終え午後2時になると、おおむね
6時まで訪問診療へと向かう。移動に用いるのはス

患者に最期への備えを呼びかける
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訪問診療先で。その場が明るくなる

午後からスタッフとともに訪問診療へ

小高い丘の上に建つ三輪医院 普段着で患者と向き合う

千場 純
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タッフが運転する軽自動車だ。昼食をとる時間がな
い時は、その車の助手席でコンビニで買ったおにぎ
りを頰張る。横須賀市を中心に行く先々で診る患者
の容体はさまざまだが、原則月2回、やってくる「普段
着の先生」を誰もが心待ちにしている様子が伝わっ
てくる。
在宅医療を説明する際、「家に新しい風を入れ

る」と表現する。それまで家族と病人だけがいた空
間に、医師や看護師などが足を踏み入れることで風

穴が空くという。実際、初めて訪れた時、乱雑だった
部屋の中が訪問の回数を重ねるごとにこざっぱりと
した印象に変わり、目にする家族の表情が明るくな
るのを感じたと振り返る。
つまるところ、在宅医療はコミュニケーションだと話
す。医療の進歩で病魔による身体的な苦しみは取り
除けるようになった。では、心理的な苦しみはどうす
るか。天涯孤独の患者でも、自分たちがつながりを
持つことで「死の質」は変えられるはずだと信じる。

在宅医療では1人の患者
に対し、さまざまな人々が関
わることになる。間もなく訪れ
ようとしている超高齢多死社
会を前に、医師としてそのチ
ームの旗振り役を担いたいと
望む。
入院先から自宅に戻り、

日々を過ごしているという女
性は三輪医院を訪れ、「家
にいると昔のことを思い出す
んです。猫が子どもを産んだ
時のことや、花が咲いた時の
こと…。一つひとつの思い出
が、輝いてみえるの」と言い、
柔らかな笑みを浮かべた。主
治医が理想とするとおり、自
身の人生に心から満足して
いる様子は美しかった。
「病気を治すだけでなく、も
う治らない人にどう接すれば
いいか。そこはやはり、思いや
りを持つことに尽きると思いま
す。医療の立場から医療の、
介護の立場から介護の手を
差し伸べる。それが合わさっ
た時にいい結果が生まれる
のです」

これからも手を差し伸べ続ける （宇都木渉）

千場 純
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日本医師会

（飯田英男撮影）

「キュアできない患者をケア」神経難病患者の退院後在宅ケアに尽力

ほりかわ・よう　医療法人社団朋有会堀川内科・神経内科医院理事長。昭和15年、新潟市生まれ。78歳。新潟大学医学部
卒。同大学院医学研究科（神経内科学）、同大学医学部附属病院神経内科助手、信楽園病院勤務を経て、平成9年、堀川
内科・神経内科医院を設立。神経内科医、理事長として勤務し、神経難病患者の退院後の在宅ケアに尽力している。

堀川 楊
〈 新潟県 〉

堀川内科・神経内科医院 理事長
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新潟島―。新潟市中央区にあり、日本海と信濃
川、関屋分水路で陸から切り離された地区の通称
だ。周囲約15㌔の小さな島だが、新潟県きっての繁
華街、古町や市役所、白山神社、新潟大学医学部
など多分野にわたる拠点が集積する。明治22年の
市制施行時の新潟市にほぼ該当し、合併が進み広
域化した市の心臓部。その南西部の住宅街に建つ
のが、堀川内科・神経内科医院だ。
「自分が生まれ育った地域に尽くしたい」。堀川
楊医師はそう決意し、実家の敷地を活用して開業
した。訪問看護ステーションと在宅介護支援センタ
ーを併設。約20年にわたり、治療困難で生活障害
の重い神経難病患者を診てきた。
毎週2回、午後一番の外来患者の診察を終える

と、看護師が運転する紅色の軽自動車に乗り込む。
道が曲がりくねった古い町並みを進み、神経難病で

寝たきりになっている女性（91）の自宅へ向かった。
「こんにちは」
手慣れた様子でドアを開け、玄関に入る。奥の和
室では、女性がベッドで横になっていた。
「ママ、先生よ」
医師だったという女性に家族が声をかけた。月に
一度の往診だ。
「血圧を測らせてくださいね」
優しく声をかける。目配せで答える女性。長年に

わたる信頼関係が伺える。やせ細った足を上げ下
げし、筋力や関節の状態を確認する。
「最近、熱は出てないですか」
「はい」
家族とのコミュニケーションは欠かせない。女性は
在宅療養を始めて15年。家族と親戚だけでは面倒
を見きれない。家政婦を頼み、週に2回の訪問看護

患者に優しく話しかける
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も受ける。それぞれが連携を取りながら、女性のケア
を続けている。
「堀川先生は医療面では厳しいけど、とても優し
い人」。家族からの信頼は絶大だ。

キュア（治療）できない患者をケアする

若き日に新潟大学医学部から同大学院医学研究
科（神経内科学）へと進み、新潟水俣病の原因を特
定したことで名高い椿忠雄教授の薫陶を受けた。
「キュア（治療）できない患者をケアできる道があ
るのではないか」
そんな椿教授の思いを実現するのがライフワーク

となった。時はまだ、神経難病患者の在宅ケア黎
れい

明
めい

期。神経内科医を志す“医師の卵”たちの心は揺れ
ていたが、一筋の道が指し示されたのだった。
大学病院時代、ALS（筋萎縮性側索硬化症）な

どの進行性神経難病で在宅療養している患者の
往診を思い立った。当時、定期的な往診の仕組み
はなかったが、実際に行ってみて驚いた。風呂にも
入れず、汚物の処理もしてもらえない患者を目の当
たりにした。
「患者がきれいにいられない姿を見て切ない思い
をした。せめて入院している患者みたいにきれいに
できないかなと。女性の医者としては自然に考えるこ
とでしょう」
昭和52年、神経内科を作ったばかりの信楽園病
院（新潟市西区）の勤務医になった。初めての面接
で上司から「何をしたいのか」と聞かれ、「退院した
患者に入院している時のような医療を出前したい」
と答えた。「それは必要なことだから、すぐやりたま
え」と言われ、翌53年には継続医療室を立ち上げ、
退院後の患者らの在宅ケアを実践した。
事実上の手探り状態だったが、看護部長と2人で

リラックスした雰囲気に包まれる問診

堀川 楊
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外来診療を終え往診に向かう

「人とつきあうことが好きだからやってこれた」と語る

堀川内科・神経内科医院の待ち合い室

住宅街にたたずむ医院

26



笑顔が絶えない堀川医師

堀川 楊

訪問看護の方法論を求め、先行する
旧東京都立府中病院を見学し知見
を得た。旧厚生省の研究班にも参加
した。

現場から政策提言

地道に積み重ねた経験と人脈を生
かし、新潟で地域の医師と保健師、ヘ
ルパーなどが共同して在宅医療を提
供するシステムを築き上げた。62年に
は、日本ALS協会新潟県支部の設立
に寄与。医療・保健・福祉・行政が一
体となった協議体と、その下部組織と
しての難病患者のケース会議の設立
を促した。ボトムアップ型の仕組みづく
りは「新潟方式」とも呼ばれる。
現場主義を貫き、社会的弱者にな

りがちな難病患者と家族のニーズを
引き出して政策提言を続けた。毎年1
回、呼吸器を付けた車いすの患者と
一緒に新潟県庁や新潟市庁舎を訪
れ、医療機器購入の自己負担軽減
措置などを陳情した。
「いま、一生懸命やっているのは地域包括ケアシス
テムを現実的に動くものにすること。いまはまだまだ。と
にかく、予算がない」。難病患者とその家族のための
活動はとどまるところを知らない。身長148㌢という小
さな体から、巨大なエネルギーを発し続けている。
自身、両親と姉の介護をしてきた。いまは夫を介護
する。平日は患者宅、週末は自宅で在宅ケアをして
いる。堀川内科・神経内科医院の休診日には、“古
巣”である信楽園病院の患者を訪問する。退院後
のケアをスムーズにするためだ。
「どんなに貧しくても、どんなに重症でも、日々の生
活の中にはちょっとした喜びがあるもの。患者や家
族が幸せそうにしているのを見た時に『よかったね』
と共感できる瞬間がなによりうれしい」

いまでも、大学病院時代に見た患者の孤独な姿
が目に焼きついて離れない。当時、在宅ケアは家族
だけで背負い込み、ほとんどなすすべがなかった。
その後半世紀をかけ、医師や家族ら関係者の必
死の努力で医療・介護制度が発達し、地域全体で
見守る仕組みづくりが進んだ。以前に比べれば、重
症患者がいる家庭でも気持ちにゆとりを持ち、楽し
いことを少しずつ見つけながらケアすることができる
ようになったという。
「それが『キュアできない患者をケアする』というこ
とだったのでしょう」
恩師が遺した問いに、自分なりの答えを見つけ

た。堀川医師はいま、そう思っている。
（池田証志）
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日本医師会

（酒巻俊介撮影）

「家族」を見守る	生涯現役の93歳医師

はしがみ・よしろう 医療法人健生会理事長。大正14年、大阪市生まれ。93歳。岩手医学専門学校（現岩手医科大学）卒業
後、佐久間村立診療所（静岡県）などを経て、昭和31年に長野県阿智村で「橋上医院」を開院。阿智村下清内路診療所など
村内の4つの診療所院長を長年務め、村民の健康を62年にわたって支え続ける。

橋上 好郎
〈 長野県 〉

医療法人健生会 理事長
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車1台がようやく通れる山間の細道が、集落と集
落をつなぐ。「昔は舗装なんてされてなくて道はがた
がただった。深夜に往診に向かう途中、オートバイが
石の上に乗り上げちゃって、大変だった」
発端は、乳腺炎になった村内の若い女性からの
SOSだった。往診して患部を切除し、自宅に帰って休
んでいたら、午前2時ごろ、「痛くなってきた」と連絡
が入った。寝間着を着替えオートバイで再び往診に
向かう途中、がけから20メートル
ほど転落したのである。落ちてく
るオートバイから何とか身をかわ
し大きなけがはなかったが、まさ
に危機一髪。一歩間違えば死ん
でいたかもしれない。村に来て間
もないころのそんな思い出話を、
楽しそうに語る。
「この仕事が好きなんだね。好
きなことをやってお金をもらえる。
おまけにありがとうと言われる。
世の中には、必要であっても誰
かから憎まれる仕事もある中で、
人を助ける仕事に就けてよかっ

た」
生まれは大阪。毎年、阪神タイ

ガースの応援に行く生粋の「虎
党」だ。だが、先の大戦で大阪の
家が焼け、戦場に出るのであれ
ば軍医として行こうと岩手医学
専門学校に進んだ。在学中に終
戦となり、昭和25年に卒業した後
は、岩手医科大付属病院と静岡
県内の2カ所の診療所勤務を経
て、31年に長野県阿智村に開院
した。
それ以来、医療過疎の地域で
医療を一手に担ってきた。24時
間、土日もなく、呼ばれれば往診
に行った。一晩に往診が3～4件 患者へのあたたかなまなざしを忘れない

橋上 好郎

入ったこともある。お産から開腹手術、時には検死
まで、診療科の枠を飛び越えて何でも診た。現在
は3人以上の医師で行うのが当たり前の外科手術
も、1人でこなした。
村内の6つの小中高校では、学校医を39年間務

め、村内の6つの企業の産業医にもなった。「この世
に生まれて最初に見たのは先生の顔だ」と語る患
者もいまや、うれしそうに孫を連れてくる。
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気心の知れた患者には軽口をたたくことも

村の活性化にも尽力

「大阪には18年おったきり。62年間、ここで一家四
代を診とるで、こっちの方がふるさとです」
村が「ふるさと」と思えるようになるまでには苦労も

あった。日本一の星空と、美肌の湯として知られる昼
神温泉で有名な阿智村。これを目当てに訪れる観
光客も多いが、昔は産業も少なく貧しい村だった。
診療費や薬代が払えない患者もおり、村から支払
われる報酬が滞ったことも。生活に困り、家財道具を
売ってしのいだ。
「貧乏暮らしで、家内と子どもには苦労をかけた。
まだ小さかった子どものミルクを買うお金もなくて、か
わいそうなことをした」。妻と長男に先立たれたいま、
当時のことを思い出すと不憫で涙が出る。

だが、「仕事では悲しいことはなかった。患者一
人ひとり、みんな思い出がある。村中、知らんもんは
おらん。どこの猫が子猫を何匹産んだかも分かるく
らいだ」とふるさとと仕事への情熱は衰えない。
村のため、できることは何でもやってきた。地元の

少年野球チームにユニフォームを寄付するなど、チ
ームを物心両面から支援。60歳以上のシニアの野
球チームを全国から集めて生涯野球大会を村内で
開催。昼は野球、夜は温泉と、観光客の少ない時期
に多くの人を呼び込んだ。1200本を植樹したハナモ
モは、春になると一斉にピンクの花をつける。過疎地
の医師ができることは医療だけではない。村の活性
化にも長年、力を尽くしてきたのだ。
村の保健担当だった時から30年来のつきあいだ

という元村職員の佐々木幸仁さん（69）は「ずっと僻
地医療に尽くしてくれたありがたい存在です」と感
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村での経験はすべてが大切な思い出だ

92歳まで通った診療所の前で

70歳の時開設した施設 患者の様子を書き留める

橋上 好郎
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患者のリハビリを励ます （道丸摩耶）

橋上 好郎

謝の言葉を口にする。「風邪を引いた」と診察を受け
に行ったら、「風邪かどうかは俺が診る」と怒られた
エピソードを苦笑いとともに紹介しつつも、「言うべき
ことは言ってくれる先生。村の人は、そんな先生のこ
とが大好きなんです」と厚い信頼をのぞかせる。

「手本になるよう生きる」

仕事をする上で大事にしているモットーがある。
「自分が100%正しいと思っちゃいけない。自分本
位で仕事をするな。いばるな。自分を犠牲にしてこそ

医者だ」というものだ。「病気を治すのが医者の仕
事ではない。患者は自分自身の力で治る。それを手
助けするのが医者だ。若い医者にもそれを伝えた
い」
年齢に限界を感じることなく、介護老人保健施設

「アルテンハイム会地（おうち）の郷（さと）」を作った
のは70歳の時。現在もここで、入所者の体調管理や
リハビリの支援を行う。高齢者施設なのに、多くの場
合、患者は自分より年下だ。それだけに、指導にもつ
い熱が入ってしまう。
「えらくっても歩かにゃだめだで」「人に頼ったらだ

め。やれることは自分でやらに
ゃ」「好きなもんだけ食っとっち
ゃだめだ」
口調は厳しいが、歩行器で
懸命に歩き熱心にリハビリを
する患者に向ける視線はあた
たかい。「村の人はみんな家
族です。素直で、言うことをき
いてくれる」
その“家族”がしみじみと言

う。「自分ひとりだと歩けない。
どうしても頼っちゃうなぁ。本当
にありがたい。先生のおかげ
だ」
若い人と変わらない早足

で、次の患者のもとへ向かう。
首にかけた聴診器は長年の
相棒だ。白衣のすそが軽やか
に揺れる。
「ぼくがよろよろしとったら、
患者さんに何も言えない。手
本になるように生きとるんで
す」
93歳になっても白衣を脱が

ない理由はただひとつ。この
先に、家族が待っているから。
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日本医師会

（奥清博撮影）

頼れる村医者、回復した患者の笑顔励みに

おがた・しゅんいちろう　医療法人仙寿会緒方医院院長。昭和16年、熊本県相良村生まれ。77歳。44年、九州大学医学部卒
業後、46年に同医院の6代目を継承。特別養護老人ホームやグループホームなど介護施設も運営する。球磨郡医師会会長や、
熊本県医師会理事などを歴任。村の嘱託医や校医などを長年務め、行政にも助言する。

緒方 俊一郎
〈 熊本県 〉

緒方医院 院長
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熊本県南部の山間部に、ハートの形をした村があ
る。人口約4500人の相良村。村にただ一つの有床
診療所で、48年にわたり、治療に情熱を注いできた。
「血圧測りますね。落ち着いておられるので安心
しました」。訪問診療で82歳の男性に話しかけた。
男性はかつて脳梗塞を患った。「元気になったら、ま
た釣りに行きたい」。振り絞るように声を出した。
2人の年齢差は、5歳しかない。小さな村に住む、

同世代の人間としてつきあってきた。2人の会話に、
家族も和む。
医院は江戸時代末期の1823年に開業し、昭和
46年に6代目院長となった。
周辺は田畑が広がる。往診に車で30分以上かか

ることも多い。祖父の代は人力車、父はバイクで往診
に回った。いまは淡いピンク色の乗用車を走らせる。
夜遅くでも、急を要せば出動する。「必要があれ

ばすぐに駆けつける。医師はそういうものだと染み

ついている」。診療所では、近隣町村からの入院患
者も受け入れる。
医院の門には、「全科」と書かれた札を掲げる。専

門は内科や小児科だが、骨折や外傷の処置もする。
近くの消防署に救急車が配備されていなかった
昭和50年ごろは、流産で大量出血した女性の処置
もした。
医院にはCT（コンピューター断層撮影）など、高
度な医療機器はない。
必要に応じて、周辺の医療機関と連携する。行
政からも助言を求められる。
地域医療を支える。その責任感があるだけに、悔

やむことも多い。
高齢化が進む地域では、孤独死がたびたび起こ

る。最近も、脳梗塞を患った70代の男性が、死後3日
経って発見された。気をつけないといけない患者だ
と分かっていただけに、悔しかった。

長年のつきあいで患者の人柄もよく分かる
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何よりの励みは、回復した患者の笑顔だ。
毎月診察を受けている70代の女性は言う。「ここ

で診てもらうと、これでまた1カ月は大丈夫だと思える

んです」

治療だけではない支援

九州大学医学部を卒業後、福岡都市圏の病院
での勤務が決まっていた。しかし、院長の父が村長
に転身することになり、「お前が帰ってこないと村の
人が困る。医療は任せる」と請われた。「置かれた
場所で、できる限りのことをやろう」と村に戻った。

着任早々、往診先で衝撃を受けた。室内に汚れ
た下着が散乱し、茶碗には、ひからびた米粒がつい
ていた。室内で便も踏みつけた。
「医療以前の問題だ。治療だけでは、地域の人た
ちの支えにはなれない」。そう痛感した。
まだ介護施設は普及していない時代だった。高
齢者が安心して生活できる場所を作ろうと、奔走し
た。村や県に掛け合い、昭和60年、医院の裏手に
特別養護老人ホームを開設した。福祉事業の草分
けでもある。
介護のノウハウはなく、スタッフと一緒に寝泊まりし

てオムツ替えから始めた。その後、グループホームな
ど複数の施設も開いた。
自分を頼る患者、村人のた
め、できる努力は惜しまない。そ
う行動してきた結果、幅広い事
業を手がけるようになった。
例えば61年、隣接する人吉
市の学校で、吃音のある子ども
が訓練をしていた言語の通級
学級がなくなった。
「なんとか残してほしい」とい
う保護者の声を聞き、翌年に言
語治療科「おとばはうす」を設
けた。
在宅での看取りに対応しよう

と、訪問看護ステーションを設立
した。医療ケアが必要な子ども
に、看護師を派遣する事業にも
携わる。
「治療だけでは地域はうまく
いかない」という思いが強い。
昭和40年代、地域で農薬に

よる健康被害が広がった時期
には、農家や学校の先生を集
め、食をテーマに勉強会も開い
た。地域の暮らしや自然を守り
たいと、ゴルフ場やダム建設の世間話に入所者の表情が和らぐ

緒方 俊一郎
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「よか先生です」。入所者からの信頼は厚い

常に相手の身になって接する

真剣な表情で患者を診る

孫を見て「目に入れても痛くない」
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緒方 俊一郎

反対運動もした。
患者と接する時は極めて温厚だが、自治体や国

には、はっきり物を言う。

患者の気持ちを大事に

昨年4月、うれしい出来事があった。長男の創造氏
（37）が、医院の医師に加わった。
創造氏はそれまで、県内の水俣市立総合医療セ

ンターで勤務していた。
幼いころは、医者にならないつもりだったという。周
囲から「将来は医者だろ」と言われ、反発した。
創造氏は「でも、親の姿を見ていて、自分も同じ道

に進むのは自然だと思うようになりました。スタッフの
数も少なく、CTもない環境で、父はよくやっていると
感じます。私もまずは、目の前のことを全力でやりた
い」と語った。
緒方氏はそんな息子に医院を任せた後、水俣病
患者の治療に力を注ぐつもりだ。

研修医のころ、水俣病患者の治療ができる医師
になりたいと、水俣市やその周辺に足を運んで調査
や治療に携わった。
これまでに診察した患者は累計1千人を超える。
昨年は東京や愛知に出向いて診察もした。
「潜在的に多くの患者がいる。特に県外の患者
は、その地域の病院で、手足のしびれがヘルニアや
糖尿病が原因と診断され、納得できない思いを抱え
ている。患者の苦しみを少しでも分かってあげたい」
献身的な対応が評価され、赤ひげ大賞を受賞した。
「そんな大それたことはしていない。大事にしてい
ることは、相手の身になってお世話をさせていただく
ということです。皆さん、何か困っているから相談し
てこられる。これからも、患者の気持ちを大事にして
要望に応えたい」
少子高齢化が進み、医療環境は厳しさを増す。

「相性がよくなる村」と呼ばれる相良村の医師は、
どんな患者にも、愛情を持って寄り添っている。

（高瀬真由子）

施設ではさまざまな催しを開く
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日本医師会 常任理事

城守 国斗

選 考 講 評

受賞者の皆さま、おめでとうございます。

第7回「日本医師会　赤ひげ大賞」の選考経過のご報告ならび

に講評を述べさせていただきます。

第7回「日本医師会　赤ひげ大賞」の選考につきましては、昨年5月18日、日本医師会より都道府県

医師会宛てに推薦依頼文書をお送りし、19の医師会から総勢20名のご推薦をいただきました。

選考に当たりましては、先ほどご紹介のありました9名の選考委員で審査を行い、その結果を基

に、11月29日、日本医師会館で選考会を開催させていただきました。その後、本年1月9日に、今回の

結果を公表し、本日の表彰式を迎えるにいたりました。

引き続き、選考の講評を述べさせていただきます。

各都道府県医師会よりご推薦をいただきました20名の先生方はすべて、本賞に値する素晴らし

い活動を地域で続けてこられた方々ばかりであり、選考には困難を伴いましたが、その中で特に選

考委員の目を引きましたのが、今回、大賞を受賞されました5名の先生方でありました。

「地域医療」という言葉が一般的でない時代から、地域住民に寄り添う姿勢を貫き、山間地域の

医療と福祉の向上を牽引されている秋田県の大里祐一先生、「最期まで我が家で過ごせるまちづ

くり」をライフワークに、多施設・多職種と連携の下、在宅医療の推進に組織的に取り組んでこられ

た神奈川県の千場純先生、治療困難で生活障害の重い神経難病患者に対する在宅医療の提

供に尽力し、地域における退院後の受け皿の役割を担い続けている新潟県の堀川楊先生、身体

だけでなく、患者一人ひとりの心にまで寄り添った医療を93歳になったいまでも現役の医師として実

践されている長野県の橋上好郎先生、子どもの発育支援から高齢者が安心して介護を受けられ

る場所づくりまで、幅広い知識と情熱を持って地域医療に取り組んでおられる熊本県の緒方俊一

郎先生、先生方は、病気だけではなく、患者さんやそのご家族が暮らしている地域まで診ておられ、

まさに医療でまちづくりを実践する現代の赤ひげ先生の心意気に大変感動いたしました。

高齢社会を迎え、往診、在宅医療、看取りなど現場の先生方のご苦労は絶えないこととお察しし

ますが、日本の医療を支えていらっしゃるのは、今回受賞された先生方をはじめとした地域医療に

従事する先生方なのです。

本賞が、そのような先生方の励みとなり、地域医療の充実へとつながることを願っております。あり

がとうございました。
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● 　 推 薦 概 要 　 ●

主　　催	 日本医師会、産経新聞社

後　　援	 厚生労働省、フジテレビジョン、BSフジ

特別協賛	 太陽生命保険株式会社

対 象  者	 病を診るだけではなく、地域に根付き、その地域のかかりつけ医として、生命
の誕生から看取りまで、さまざまな場面で住民の疾病予防や健康の保持増
進に努めている医師。日本医師会の会員及び都道府県医師会の会員で
現役の医師（ただし、現職の日医・都道府県医師会役員は除く）。

推薦方法	 本賞受賞にふさわしいと思われる方（原則1名以上2名以内）を各都道府
県医師会長が推薦	

受賞発表	 産経新聞紙上

選　　考	 日本医師会と産経新聞社の主催者側委員に第三者を交えた選考委員会
において選定

賞状と副賞	 賞状、記念盾及び賞金

日本医師会




